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 平成 24 年度国民健康保険税納税通知書を発送します
●支払方法
　８期に分けてお支払いいただく「普通徴収」と、お受け取りになる年金額からあらかじめ日本年金機構が保険税を差し引いて町に
収める「特別徴収」の２通りの方法があります。
　年金からお支払いいただく「特別徴収」は、申し出することで「普通徴収」（口座振替）に切り替えることができます。
●世帯主課税
　世帯主が国保加入者であるなしに関わらず、納税義務者は世帯主になり、納税通知書は世帯主宛てに送られます。
　世帯主が国保に加入していない場合は、世帯主の所得等は保険税の算定に含まれません。
●納め忘れにご注意を
　加入者の皆さんに負担していただく保険税は重要な財源です。安心して暮らしていくために、必ず納めましょう。ぜひ口座振替を
ご利用ください。

 解雇などによる失業者の特例
　次の要件全てに当てはまる方は、前年の給与所得を 100分の 30とみなして国民健康保険税を算定します。
　要件
　○平成 24年度については平成 23年 3月 31日以後の離職により、雇用保険受給資格者証を持っていること（軽減期間は離職日
　　の翌日から翌年度末までの期間です）。
　○雇用保険受給資格者証の「理由」欄のコードが 11、12、21、22、23、31、32、33、34のいずれかである場合
　※雇用保険受給者証をお持ちの上、住民課国保係で手続きしてください。

医療給付費分････････病気やケガをしたときの医療の財源となるもので加入者全員が対象です。
　本人の均等割額：20,500 円＋配偶者の均等割額：20,500 円＝41,000 円
　本人の所得割額：1,374,000 円－330,000 円＝1,044,000 円
 1,044,000 円×4.5%≒46,900 円
　　　　 均等割額＋所得割額＝医療給付分：41,000 円＋46,900 円＝87,900 円
後期高齢者支援金分･･･後期高齢者医療制度に対する支援金を負担するために納めていただく
　　　　　　　　　　  もので、加入者全員が対象です。
　本人の均等割額：5,200 円＋配偶者の均等割額：5,200 円＝10,400 円
　本人の所得割額：1,374,000 円－330,000 円＝1,044,000 円
 1,044,000 円×1.16%≒12,100 円
　　　　 均等割額＋所得割額＝後期高齢者支援金分：10,400 円＋12,100 円＝22,500 円
介護納付金分････････介護サービスの財源となるもので、40歳から 64 歳までの加入者が対象です。
　本人の均等割額：9,700 円＋配偶者の均等割額：9,700 円＝19,400 円
　本人の所得割額：1,374,000 円－330,000 円＝1,044,000 円
 1,044,000 円×1.10%≒11,400 円
　　　　 均等割額＋所得割額＝医療給付分：19,400 円＋11,400 円＝30,800 円
医療給付費分＋後期高齢者支援金分＋介護納付金分＝国民健康保険税
  87,900 円  ＋       22,500 円      ＋  30,800 円  ＝141,200 円

 国民健康保険医療費の現況　
　国民健康保険の医療費は、加入者の高齢化や、医療技術の高度化により年々増加しています。その一方で、それに見合った保険税
収入が確保できず、恒常的な財源不足が続いています。この不足を補うため、毎年、町の一般会計から繰入金という形で赤字補てん
をしています。一般会計は町税を主な財源としているため、赤字補てん額をこのまま増やし続けることは、国民健康保険に加入して
いない方への住民サービスに大きな影響を与えます。

 平成 24 年 4月から保険税率を改定
　このままでは国保財政が危機的状況を迎えるため、持続可能な医療給付ができるよう、有識者・医師・加入者代表で構成する「国
民健康保険運営協議会」で検討を重ね、保険税率の改定案を策定しました。その後、議会に提案し可決され、４月から保険税率を改定
することになりました。詳しい改定内容は下の表のとおりです。改定率は平均 3.12％の増となります。これにより、２４年度の収支
均衡を図ることができます。

平成24年度国民健康保険について 問合せ　住民課　　557―7578

※75歳になると････国保加入者が 75歳に到達すると、誕生日から後期高齢者医療制度に移行します。

＜例＞夫婦二人世帯 (60 歳未満 ) で、本人が給与収入 222 万円 ( 所得額 137 万 4千円 ) のみで、他の所得がなく、配偶者が無収入の場合
　※国民健康保険税は、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分を合算します。
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※1　賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額および山林所得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計か
ら基礎控除額33万円を控除した額です（ただし、雑損失の繰越控除額は控除しません）。

　平成24年度の保険料および軽減措置が決定しました。7月中旬に保険料決定通知および保険料納入通知書が送付されま
す。保険料率は、２年間の財政運営期間における医療給付費等に応じて定めることになっています。
　平成24・25年度の保険料率を法令に基づき計算したところ、医療費の増加などに伴い大幅な上昇が見込まれ、保
険料の増加抑制策を講じてもなお、一定のご負担をお願いせざるを得ないこととなりました。
　保険制度の安定的な運営のため、ご理解くださいますようお願いします。

①均等割額の軽減
　同じ世帯の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世
帯主の「総所得金額等を合計した額」をもとに均等割
額を軽減しています。

②所得割額の軽減
　被保険者本人の｢賦課のもととなる所得金額｣をもと
に所得割額を軽減しています。
※①および②については、東京都後期高齢者医療広域  
   連合独自の軽減措置です。

③会社の健康保険など（国保・国保組合は除く）の被
扶養者だった方の保険料の軽減
　後期高齢者医療制度加入の前日まで会社の健康保険
など（国保・国保組合は除く）の被扶養者だった方
は、所得割額が無料となり、均等割額が９割軽減され
た額のみとなります。

　所得に応じて、保険料の軽減があります（軽減には確定申告をはじめ、所得の申告などが必要です）。

平成24年度平成24年度平成24年度 後期高齢者医療保険料について後期高齢者医療保険料について後期高齢者医療保険料について平成24年度 後期高齢者医療保険料について

保
険
料
の
決
め
方

＝ ＋東京都の保険料額
（限度額55万円）

均等割額
被保険者1人当たり
40,100円

所得割額
賦課のもととなる所得金額(※1) 
× 東京都の所得割率　8.19％

保険料の軽減について

軽減割合

2割

8.5割

9割

5割

33万円以下で9割軽減の基準に該当しない

33万円以下で被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他の所得がない）

33万円＋（24.5万円×世帯主を除く被保険者の数）以下
※単身者は該当しません。
33万円＋（35万円×被保険者の数）以下

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯
①均等割額の軽減基準

15万円以下
20万円以下
58万円以下

100％
75％
50％

賦課のもととなる所得金額 軽減割合
②所得割額の軽減基準

③保険料の具体的な計算について

330万円未満
410万円未満
770万円未満
770万円以上

収入金額 　　　　　－ 120.0万円
収入金額 ×　75%　－  37.5万円
収入金額 ×　85%　－ 78.5万円
収入金額 ×　95%　－ 155.5万円

年金収入 年金所得
所得での計算表

例１　単身世帯で、公的年金収入250万円のみで、他の所得がない場合
　　均等割額：40,100円‥（ア）　　　　　　　　　　　
　　所得割額：250万円－120万円－33万円＝97万円
 97万円×8.19%　＝79,443円‥（イ）
　　保険料額：（ア）＋（イ）＝119,500円（年額）（100円未満切り捨て）

例２　夫婦二人世帯(ともに75歳以上)であり、本人が公的年金収入170万円のみで、他の所得がなく、配偶者は無収入の場合
　　本人の均等割額：170万円－120万円－15万円＝35万円
 35万円＜57.5 万円（5割軽減判定額【33万円＋24.5 万円×1人】）
　　　　　　　　　　40,100円×（10割－5割）＝20,050円‥（ウ）　　　　　　　　　
　　本人の所得割額：170万円－120万円－33万円＝17万円
 17万円＜20万円（75%軽減判定額）
 17万円×8.19%×（100%－75%）＝3,480円‥（エ）　　　　　　　 
　　本人の保険料額：（ウ）＋（エ）＝23,500円（年額）（100円未満切り捨て）　　　　　

　配偶者の均等割額：20,050円（本人の均等割額と同額）‥（オ）　　　　　　　　　　　
　配偶者の所得割額：なし‥（カ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　配偶者の保険料額：（オ）＋（カ）＝20,000円（年額）（100円未満切り捨て）

問合せ
▶保険料については
　　住民課　　557―7578　　
▶制度のことは
　　広域連合お問合せセンター
　　　　　0570―086―519
　　IP 電話（ひかり電話）、PHSの方は
　　　　　03―3222―4496 へ

※65歳以上（１日１回現在）の方の公的年金所得については、その所得
　からさらに高齢者特別控除15万円を差し引いた額で判定します。
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